
1957 14 April 

昭和 32年 4月 14日差出書簡 （長谷川潔→南大路一）  
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〔
書
簡
〕 

南
大
路
一
宛 

 

長
谷
川
潔 

差
出 

（
昭
和
三
十
二
年
四
月
十
四
日
差
出
） 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

四
月
十
四
日 

巴
里 

長
谷
川 

潔 

 

拝
復 

 

其
後
、
小
生 

妻 

共
々
不
健
康
に
打
過
ご
し
て
居
り
ま
し
た
為
め
、
御
地
へ
も
大
い

に
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
し
た
。 

 

右
の
次
第
で
制
作
も
追
々
遅
く
れ
、
諸
方
へ
の
出
品
を
中
止
致
す
事
と
な
り
ま
し
て
、

春
陽
会
本
年
度
展
も
愈

々

（
い
よ
い
よ
）

近
づ
き
、
態

々

（
わ
ざ
わ
ざ
）

御
手
紙
を
有
難
く
存
じ
ま
す
が
、
最
近
の

作
品
未
完
成
の
も
の
の
み
に
就
き
、
同
様
に
、
春
陽
会
の
方
も
今
回
は
出
品
致
さ
ぬ
事

に
し
ま
し
た
の
で
、
誠
に
残
念
な
が
ら
右
何
卒
御
了
解
願
い
ま
す
。 

 

水
谷
（
清
）
兄
最
近
着
巴
。
久
し
振
り
に
二
、
三
日
前
会
ひ
、
色
々
話
合
い
ま
し
た
。

田
辺
（
謙
輔
）
、
志
村
（
一
男
）
両
君
に
も
会
い
ま
し
た
。 

 

吾
々
未
だ
身
体
恢
復
せ
ず
、
仕
事
も
思
ふ

如
（
よ
う
）

に
出
来
ず
、
誠
に
閉
口
し
て
居
る
次

第
で
す
。 

 

展
覧
会
委
員
諸
兄
へ
も
何
卒
よ
ろ
し
く
御
鳳

声

（
ほ
う
せ
い
）

下
さ
れ
度
く
、
本
年
展
御
成
功
を

遙
か
に
祈
っ
て
居
り
ま
す
。 

 

マ
ダ
ム
へ
よ
ろ
し
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早
々 

 

南
大
路
一
様 


